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大阪鶴見ロータリークラブテーマ「Regrowth(再び成長する）の機会を！」

奉仕の理想 雨ふりお月

〈第1679回〉 2020年7月28日（火） 本年度第3回 8月4日（火）

藤田正明ガバナー補佐 様

BACK, To the FUTURE ～基本に戻って未来へ～

担当：理事・役員

藤田正明ガバナー補佐訪問理事・役員就任挨拶

皆さんは、今回の新型コロナに関する情報はどのように
取られているでしょうか。
多くの方は、テレビ・新聞・インターネットだと思いますが、
今日は、危機の時代に頼れるメディアとしてのラジオの可
能性についてお話したいと思います。

２０２０年、多くの人々が経済的発展を期待したオリン
ピックイヤーに、コロナショックはおこりました。こんな時、ま
たもや見直されているのがラジオという媒体です。　

ラジオは、過去、阪神淡路大震災や東日本大震災など災
害のたびに見直されてきました。
なぜでしょう？

つまり「一を聞いて十をしる」媒体がラジオなのかもし
れません。

今回のコロナショックでは、昔のようなトランジスタラジ
オや卓上ラジオのみで、ラジオを聞く時代から、インター
ネットをプラットホームにPCやスマホでラジオを聞く時代
に様変わりしており、より身近にどこででも、ラジオが聞け
る状況になっています。　

普段ラジオを聴く絶対数は少ないとは思いますが、人
の音声のみで伝えるラジオの有効性は事実として存在し
ます。
こんな時代だからこそラジオを見直してはと思うところ
です。

①それは情報が錯綜する事態の中では、人は本能的に人の
声が嘘がつけないということを感じ取るからと言われて
います。
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危機の時代の　ラジオの可能性

②人の声の波長は、言葉以上に人の内臓の状態まで、音
声として表現してしまうと言われており、混乱の中では
　ラジオに耳を傾ける人が増えると言われています。
　
③また音声情報のみのラジオは、聞く人の想像力を活性
化し、情報選択・推測能力・自己判断能力を高め、フェ
イクニュースに騙されにくくなるともいわれています。



山 崎 会 員 前回欠席のおわび。新年度最初の例会で
したのに失礼をしました。

秀 島 会 員

清 水 会 員

本年度もよろしくお願い致します。

菊 井 会 員 先週の例会は急な用事が入って突然に
キャンセルしました。大事な第一例会でし
たのに。お詫び。

7月21日 (火) 休会（祝日週）

7月28日(火) 理事役員就任挨拶　その後 理事会
7月31日 (金) サツマイモ除草 17:00～

於；鶴見緑地公園 体験学習施設

 8月  4日(火) 藤田ガバナー補佐訪問 ／ クラブアッセ
ンブリー

＊山川会員がコロナ禍の影響を受け、今年度は休止会員
となられます。

7月27日(月) 燦燦会 18:00～20:00　
ホテルモントレ ラ・スール大阪（京橋駅南側）

本日、クラブ奉仕のクラブフォーラムです。
皆様ご出席下さい。
特に新入会員の方は、是非ご出席下さい。

￥６，０００.-　　　　累計　￥70，0００.-
    

今月は、下記の４つの記事を推奨いたします。
まず、横組記事から。

以上、ご参考になれば幸いです。

　７月１４日の例会終了後、クラブ奉仕部門のクラブ
フォーラムが開かれ、下記２点を中心に会員間の意見が
交わされました。

１　コロナ禍での例会の持ち方について

２　コロナ禍での親睦活動

１)初のドイツ人のRI会長、ホルガー・クナーク氏のメッ
セージ、紹介記事が記されています。（P7～p.19）

２)第2660地区ガバナー、簡仁一氏の紹介記事です。6人
のガバナー補佐の方々との写真となっています。
（P.33）

３)「ポール・ハリスとロータリー 第1章」という連載コミッ
クがスタートとしております。（P.57）

   次に縦組記事から。

4)元ジャパネットたかたの高田明氏のスピーチが掲載さ
れています。
   なかなか示唆に富んだ奥野深い内容です。（P.4）

幹事報告 幹事：吉羽 潤司

広報・IT・会報・雑誌委員会報告 委員長：山崎 修一

クラブ奉仕委員会報告 委員長：清水 正憲

￥13，０００.-　　　　累計　￥19，０００.-

中森会員、太田会員入会式



卓 話

今までの理事会で話し合われた事も踏まえ、今年度
の具体的活動方針・予定は下記の通りとなっておりま
す。

例会の卓話予定の未定日は、皆でディスカッションや
質疑応答を行う会にする予定です。課題を話し合う年度
にしたく、話し合いたいテーマや、ロータリーに対する質
問などを幹事 吉羽までお伝え頂けましたら幸いです。

またコロナ禍における例会の運営方法について、執行
部としても正解の分からないまま走り出しているという
のが実情です。ご意見のある方は、幹事 吉羽まで遠慮な
くお伝えください。

以上 本年度の運営について何分拙い限りではござい
ますが、何卒ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

7月14日【16７8回】

会員数　 　 　 　 31名

（内出席規定免除 11名）

出席会員   20名中  16名

出席免除会員  11名中  7名

出 席 率 23/27  85.19%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 23名

前々回  6/30  Ｍ/Ｕ 4名

修正出席率 22/27 81.15%

◆委員長職の兼任を防ぐ為に委員会をまとめました。

・「広報・IT委員会」と「会報・雑誌委員会」をまとめ、委
員長は「広報・IT・会報・雑誌委員長」となり、山崎会員
にお受け頂きました。

・「職業分類・会員選考委員会」と「規定・ロータリー情報
委員会」をまとめ、委員長は「規定・ロータリー情報・職
業分類・会員選考委員長」となり、 秀島会員にお受け
頂きました。  

◆会員増強活動において、従来からの増強活動に加えて、
他団体との緩い連携を図り、奉仕活動の充実化と共に、
増強活動に繋げていくことを計画しておりましたが、コ
ロナ禍の影響にて、会合が開かれない状況となってお
り、頓挫しております。

◆青少年奉仕につき、従来の国際交流のつどいを見直
していた結果、留学生は文化交流は盛んに行っている
一方、運動不足になりがちであることから運動会のよ
うなイベントを計画していましたが、これもコロナ禍に
おいて開催が難しい状況となってしまいましたので、
今年度の青少年奉仕活動としては、作文コンクールを
発展させる案として、我がクラブが選んだ優秀作品を
地域の中学生に読んで頂き、感想文を書いてもらうと
いう活動を計画しており、副委員長の水口さんに関係
各所に調整を取って頂いております。

担当：吉羽幹事

今年度の運営・活動について

-卓  話-

担当：秀島会員

◆社会奉仕につき

・鶴見区民まつりは最新情報として今年度は開催しな
いことが決定されました。

・さつまいもプロジェクトは、我がクラブとしては今年度
は収穫の約１か月後に行われるバーベキューイベン
トを支援する予定でありましたが、コロナ禍の影響を
受け、市民を集めての、育成活動を行わない事が決
まっております。その代わりにサツマイモの育成を
パークセンタースタッフが行い、収穫のみ収穫祭とい
うイベントを行う予定であることから、我がクラブとし
ては従来通りの苗の購入支援を行っております。　ま
たパークセンターより除草作業の手伝いの要請が来
ておりますので、ご参加頂ける方はご協力頂けますよ
うお願いいたします。

担当：源会員




